
3
Topics

第
64
回
農
林
水
産
祭
に
お
け
る

天
皇
杯
等
三
賞
受
賞
者（
林
産
部
門
）の
紹
介

　
農
林
水
産
祭
は
、
国
民
の
皆

さ
ん
に
農
林
水
産
業
と
食
に
対

す
る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
農
林
水
産
省
と
公
益

財
団
法
人
日
本
農
林
漁
業
振
興

会
が
共
催
し
て
、
昭
和
37
年
か

ら
実
施
し
て
お
り
、
今
年
で
64

回
目
と
な
り
ま
す
。

　
農
林
水
産
祭
で
は
、
過
去
１

年
間
の
農
林
水
産
祭
参
加
表
彰

行
事
に
お
い
て
農
林
水
産
大
臣

賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
々
の
中
か

ら
、
７
つ
の
部
門
ご
と
に
天
皇

杯
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
及
び
日

本
農
林
漁
業
振
興
会
会
長
賞
を

選
賞
し
、
表
彰
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
今
回
、
林
産
部
門
で
は
47
の

取
組
に
つ
い
て
審
査
が
行
わ

れ
、
天
皇
杯
に
大
白
川
生
産
森

林
組
合（
新
潟
県
魚
沼
市
）、
内

閣
総
理
大
臣
賞
に
吉
田
正
平
氏

（
岩
手
県
気
仙
郡
住
田
町
）、
日

本
農
林
漁
業
振
興
会
会
長
賞
に

常
陸
太
田
市
森
林
組
合
（
茨
城

県
常
陸
太
田
市
）
が
選
賞
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

天
皇
杯

大お
お

白し
ら

川か
わ

生
産
森
林
組
合（
新
潟
県
魚う
お

沼ぬ
ま

市し

）

～�

川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
関
係
者
が
連
携

し
た
豪
雪
地
の
ブ
ナ
林
経
営
～

　
同
生
産
森
林
組
合
は
、
か
つ
て
薪し
ん
炭た
ん
林り
ん
だ
っ
た
ブ

ナ
の
共
有
林
を
昭
和
47
年
に
受
け
継
い
で
以
降
、
地

元
の
森
林
組
合
や
建
設
会
社
の
協
力
も
得
な
が
ら
間

伐
・
小
面
積
皆
伐
を
計
画
的
に
進
め
、
50
年
以
上
に

わ
た
り
地
域
の
ブ
ナ
林
の
持
続
的
管
理
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
生
産
し
た
ブ
ナ
材
を
活
用
し
、
豪
雪
地

特
有
の
根
曲
が
り
部
を
使
っ
た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
ヘ
ッ

ド
や
、
腐ふ

朽き
ゅ
う

菌き
ん

に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
を
個
性
と
し
て
取

り
入
れ
た
木
製
家
具
な
ど
、
木
材
と
し
て
の
課
題
を

克
服
し
た
新
た
な
製
品
を
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
木
工
所
等

と
協
力
し
な
が
ら
数
多
く
生
み
出
し
、
ブ
ナ
材
の
販

売
額
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
川
上
か
ら
川
下
ま
で
が
連
携
し
た
、
ブ

ナ
林
の
持
続
的
管
理
と
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
ブ
ナ
材

の
高
付
加
価
値
化
の
取
組
が
広
く
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

腐朽菌によるダメージを個性として取り入れた家具
（「生態デザイン」のテーブル）

根曲がりを活用したパークゴルフヘッド
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内
閣
総
理
大
臣
賞

日
本
農
林
漁
業
振
興
会
会
長
賞

　「実りのフェスティバル」は、農林水産祭の一環として、都道府県の農林水産物の展示や販売を
中心として行う行事で、昭和37年から実施され、今年で64回目となります。令和７年度は10月
31日（金）、11月１日（土）の２日間、サンシャインシティ（東京都豊島区）で開催されました。
　「実りのフェスティバル」には都道府県・農林水産関係団体の展示等のほか、農林水産省が出展
する政府特別展示コーナーもあり、林野庁からも出展しました。
　林野庁のブースでは、国産材が原料の紙製飲料容器「カートカン®」の配布や国産材が使われた
木製品の展示等を通じて、身近なものを木に変える「ウッド・チェンジ」の普及啓発を行いました。
　来場者は、展示してある木材製品を手に取り、その良さを実感していました。また、「国産の
木を使うことが、良いことと分かっ
た」、「展示してあるような木の食器や
おもちゃなど買ったり、使ったりして
みたい」、「最近、木造の大きな建物を
見る機会が増えるなど、木の利用が進
んできていると感じる」などといった
感想をいただき、イベントは盛況のう
ちに終了しました。

実りのフェスティバル

吉よ
し
田だ 
正し
ょ
う

平へ
い 

氏（
岩
手
県
気け

仙せ
ん
郡ぐ
ん
住す
み
田た

町ち
ょ
う

）

～�
創
意
工
夫
に
よ
る
高
品
質
な
苗
木
の
安

定
供
給
で
地
域
を
支
え
る
～

常ひ

陸た
ち
太お
お
田た

市
森
林
組
合

（
茨
城
県
常
陸
太
田
市
）

～�

長
期
経
営
受
託
に
よ
る
安
定
経
営
と
地

域
の
森
林
へ
の
貢
献
～

　
吉
田
氏
は
、
平
成
９
年
に
吉
田
樹
苗
の
経
営
を
引

き
継
い
で
以
降
、
県
内
外
の
苗
木
生
産
者
を
訪
問
し

な
が
ら
技
術
力
の
向
上
に
努
め
、
県
内
生
産
者
と
し

て
初
め
て
ス
ギ
の
挿
し
穂
に
よ
る
苗
木
生
産
に
成
功

し
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
産
に
も
県
内
で
初
め

て
着
手
し
、
生
産
技
術
を
確
立
さ
せ
る
な
ど
県
内
コ

ン
テ
ナ
苗
の
第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
コ

ン
テ
ナ
苗
の
生
産
は
年
間
約
50
万
本
に
上
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
県
内
外
か
ら
の
視
察
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
る
な
ど
、
苗
木
生
産
の
技
術
・
知
識
の
普
及
を
進

め
る
と
と
も
に
、
エ
ア
コ
ン
、
水
洗
ト
イ
レ
、
冷
蔵

庫
を
備
え
た
作
業
員
休
憩
所
の
設
置
や
作
業
員
の
希

望
に
応
じ
た
勤
務
時
間
を
設
定
す
る
な
ど
、
働
き
や

す
い
環
境
の
整
備
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
同
組
合
は
、
施
業
の
集
約
化
を
図
る
た
め
、
森
林

所
有
者
と
10
年
間
以
上
の
長
期
間
に
及
ぶ
森
林
整
備

受
託
契
約
を
締
結
し
、
計
画
的
、
集
約
的
な
森
林
施

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
市
有
林
で
は
森
林
情
報
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
台
帳
整
備
に
協
力
す
る
と
と
も

に
、
15
年
間
の
市
有
林
施
業
計
画
を
提
案
し
、
ま
ず

５
年
間
の
施
業
受
託
を
契
約
す
る
こ
と
で
、
事
業
量

を
確
保
し
組
合
の
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
計
画
的
な
施
業
の
集
約
化
を
進
め
て
コ

ス
ト
を
削
減
し
、
森
林
所
有
者
の
山
林
所
得
向
上
を

実
現
し
て
い
ま
す
。

カートカン®

間伐材を含む国産材を30％
以上使用
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